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分野 提案者 提案事項 ページ 
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○ 公園，道路を使用した公共空間の利活用に関する

規制緩和 

○ 青山クラブの保存，利活用について，進捗状況の

可視化のための委員会設置 

１ 

小林
こばやし

 通
みち

匡
まさ

 ○ 市，開（共）催のイベントの分散 ほか ５ 

三木
み き

 英司
え い じ

 
○ 呉の秋祭りを基軸とした「町おこし」ならびに「観

光客誘致」 
６ 

菖蒲
しょうぶ

田
だ

 健太
け ん た

 

○ ＳＮＳ（instagram）を活用した国内の若年層観光

客の獲得 

 （広島の新規観光ルートの創造） 

７ 

郡 山
こおりやま

 龍
りゅう

 
○ Google Maps の活用について（デモンストレーシ

ョン） 
８ 

丁野
ちょうの

  朗
あきら

 ○ 新たな観光推進体制の構築 １１ 

交通 小林
こばやし

 通
みち

匡
まさ

 

○ 第三の交通（輸送）手段 

 ・ 呉広島スイスイ水上バス 

 ・ 乗って呉スカイレール  ほか 

再掲 

３ 

創業支援 

下野
し も の

 隆司
た か し

 
○ 若者や女性の創業サポートの実施、商業特区の制

定による規制緩和 

再掲 

１ 

臼井
う す い

 純子
じゅんこ

 
○ 起業支援における段階別支援策と女性の企業支援

について 
１３ 

 

 

※ 発表順は，変更になる場合があります。 

※ この資料は，くれワンダーランド構想の推進に向けて，当会議において活発な意見交

換を行っていただくことを目的として，各構成員に自由な提案をお願いし，作成いただ

いた提案資料です。資料の取扱いに留意いただきますよう，お願いします。 

 

資料４ 



くれワンダーランド構想に向けた取組について 

 

【構成員の名前】 特定非営利活動法人 SYL 理事長 下野 隆司 

 

【提案する取組の名称】  

◎ 公園、道路を使用した公共空間の利活用に関する規制緩和 

◎ 若者や女性の創業サポートの実施、商業特区の制定による規制緩和 

◎ 青山クラブの保存、利活用について、進捗状況の可視化のための委員会設置 

【取組の概要】 

◎ 公園、道路を使用した公共空間の利活用に関する規制緩和 

 災害後、復旧作業は進むものの、周辺経済を含めた復興には時間を要する中、

中心市街地において被災以前よりも発展したトキメキ溢れるショッピングエリ

アを創造してゆくには、課をまたいだ公民連携のまちづくりが不可欠である。

市民主体での公共空間を利用したイベントなどの取り組みも活発に行われてい

る背景では、許可申請や規制などのハードルが依然高く、これらに関係する規

制の緩和、新しい条例の制定を提案したい。 

 

① 公園、公共空間の利活用について 

(A)公園、公共空間におけるイベントなど利活用に関する許可申請の簡略化。 

(B)公園内での常設店舗の許可。 

(C)公園内における禁煙条例の制定。 

 

②都市再生推進法人の指定をする上での呉市の審査基準について 

 上記の取り組みを加速化させるために、審査基準の検討に早急に取り組まれ

たい。その際は、市担当部局において、公共空間の利活用を望む団体や地域の

ニーズについて、ヒアリング等によりしっかり把握していただきたい。 

 

◎若者や女性の創業サポートの実施、商業特区の制定による規制緩和 

 これまで長期に渡り若者や女性のニーズの抽出をしてこなかった中心市街地

の発展は、民間の自助努力だけでは難しい状況にある。若者や女性のチャレン

ジを支援するための土壌整備として、創業の啓発や推進、エリアマネージメン

トに関する呉市のサポート支援内容の充実を提案したい。 
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① 道路(歩道)の商用利用を可能にする商業特区の試験展開の実施 

安心・安全な道路の確保、民間主体によるエリアの活性、創業の促進を目的と

した社会実験としての商業特区の制定(規制緩和)。 

・候補地：中心市街地でありながら街路灯が無いために非常に暗く女性が歩く

のも危険視される中通 2丁目の一角。 

・理由：古くから若者の創業に人気エリアで、民間主導での夜市開催などの取

り組みも多く、エリア価値の底上げをすることで、創業エリアとしての発展が

見込める。 

・ 期間、内容など要検討。 

 

② 創業やリノベーションまちづくりなどに関する講演会、交流会の予算化 

古いまちを再活用するリノベーションによるまちづくりを手法としたまちづく

りを学びたい若者からのニーズが多くあるが、実際に講師を招く、リノベーシ

ョンスクールを開催することは、民間にはハードルが高く、創業促進の一環と

して行政主導で行ってもらいたい。 

 

◎青山クラブの保存、利活用について、進捗状況の可視化のための委員会設置 

 市民の想いが多く詰まっている青山クラブにおいて、呉市による購入取得か

ら、議会では保存様式に関する議論が行われ、多額の維持管理費が必要とされ

ているが、公民連携で臨み、新たな解決策に向けて、市が利活用方法のニーズ

調査を実施するとのことである。 

 市が実施するニーズ調査のほかに、以下、民間有識者を構成員に含む 3 つの

検討委員会の設置をし、進捗(タイムスケジュール)の情報公開を提案したい。 

 

① 【保存形式(建物の残し方/ハード)についての検討委員会】 

(行政職員+建築関係有識者、当時建設した増岡組などを交えた人員構成) 

② 【保存後の利活用の内容(使い方/ソフト)についての検討委員会】 

(行政職員+民間企業、まちづくり会社、民間有識者などを交えた人員構成) 

③ 【保存に必要な資金に関わる(資金の集め方、ファンドの設置など)検討委員

会】 

(行政職員+金融機関、クラウドファンディング事業者を交えた人員構成) 
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くれワンダーランド構想に向けた取組について 

 

【構成員の名前】 

小林 通匡（呉商工会議所） 

【提案する取組の名称】 

第三の交通（輸送）手段、その他 

【取組の概要】 

ここ数年、世界中で様々な形で問題を引き起こしている地球温暖化は、各国が対策をと

ったとしても急激に収まるとは考えにくく、今後もその影響で同じような豪雨が呉市を

襲う可能性が考えられ、都市基盤の強化が急がれます。 

特に幹線道路は、人々の生活や、製造業、観光業をはじめとした経済活動を支えるとと

もに、災害時には救命・救急道路として、また、緊急物資の輸送路としてなくてはなら

ないものです。 

この度の西日本豪雨災害により、呉市内の交通網は各所で遮断され、深刻な渋滞を引き

起こし、通勤・通学や企業の事業活動に多大な影響を及ぼしましたし、市外から訪れる

観光客も、直接的な被害の無い観光施設への交通手段を失い、呉市への観光を控える結

果と成りました。 

また、JR 呉線も大量輸送機関としての大きな役割を果たしていますが、この度の災害

では、斜面の土砂崩れ等により長期間の不通となりました。特に呉-広島間では、国道

31号線、広島呉道路(クレアライン)が並行して走っており、それぞれをより強化したと

ころで、3 本の経路が並行している以上、同時に遮断される可能性は高く、今後に大き

な宿題を残しています。 

防災上の課題は急傾斜地の整備、上水道の供給整備、線整備、市街地の水没解消、等々、

山積していますが、特に人々の生活や経済活動を支えるため、また市外から訪れる観光

客を心地良く迎える為にも、移動手段の線の整備が必要と考えます。 

移動手段の整備とは、今ある線をより強化する事も大切ですが、線の選択肢をより増や

す方が効果は大きいと思います。 

今ある線の強化の一例は、呉市と広島市を結ぶ線として県道 31 号線の強化が考えられ

ます。具体的には呉平原線二河峡山岳区間の早期完成と、押込地区の道路幅の拡張です。

車輌の行き来をスムーズにし、焼山・押込地区のベッドタウンとしての質の向上を図る

共に、呉市中心部を起点とした観光エリアに熊野町を入れ込む事が出来ます。また、こ

の度の災害では信号による渋滞と共に、押込地区で大型車が離合出来ず大きな混乱が発

生しました。道路幅を拡張し、広島熊野道路と接続する事により広島市内との重要な物

流道にもなります。 

最優先の選択枠を増やす案としては、自動車道、鉄道とは別に、呉市の地勢的特徴を活

用して、海や空中を利用した第三の交通機関を、官民が共同で出資・活用し、市民生活

と観光資源の新たな手段に出来ればと考えます。 

 

 

 

3

43000
スタンプ



例① 呉広島スイスイ水上バス 

呉の地形を生かした新たな通勤・観光手段として、水上バスを走らせる。 

平日、広・阿賀地区〜呉地区〜広島市内を、水上バスで通勤用として繋ぎ、日中や土・

日・祝日は観光用として活用するものです。 

自転車やバイクを積める構造にしておけば、通勤客にとって下船後の移動手段と成りま

すし、下船する船着き場を選ぶ事によって、瀬戸内をめぐるサイクリストにとっても好

みの区間を走る事が出来ます。 

呉マリノポリスを常設の広島物産展化とマリンスポーツの拠点化を進め、水上バスの海

の駅に加えれば、広島駅から平和公園を経由し宮島に入った観光客が、船で海の駅・呉

市内へ入る観光ルートにも使えます。広島空港からの観光客には、西条の酒蔵や熊野の

筆の里を経由して呉地区に入るルートと、阿賀マリノポリスより船に乗り、多島美を楽

しみながら呉市内へ入るルートにも活用できます。 

自動車道は一度事故が発生すると大渋滞を招き、車線を増やす整備には費用と時間がか

かります。JR呉線の複線化も見通しは立っておらず、普段の天候悪化でも度々ダイヤの

乱れが生じています。船そのものの速度は遅いものの、穏やかな陸地添いの航路であれ

ば天候の影響を受け難く、渋滞もない為、通勤のトータル時間と安定性の評価は高いと

思います。 

将来、これが軌道に乗れば、船を小型化して隻数を増やし、小型船の機動性を生かして、

広島市内の元安川沿いにある平和公園横の船着き場まで入り込めれば、その後の移動手

段も便利となり利用価値がより高まると考えます。 

現在、広島・呉航路は松山市を含めての運航実績があり、この度の災害でも、その輸送

能力の高さは確認済みです。実現性は高いと考えます。 

イメージ：瀬戸内海フェリー。ベネチアのヴァポレット。 

 

例② 乗って呉スカイレール 

呉市のベッドタウンである焼山・押込地区と呉市中心部を繋ぐ県道 31 号線は、朝夕慢

性的な渋滞が発生しており、冬季には凍結により通行不能になる場合もあります。 

広島空港から呉市中心部へ一気に移動するには、他の観光地に比べ移動距離が長すぎ、

一箇所で観るものも現在は少なく、観光客にとって限られた観光時間が有効に使えてい

ない印象があります。 

灰ケ峰と呉市中心部をロープーウェーで接続して、通勤・観光資源として活用する。 

通勤には、ロープーウェーを利用する者のみの駐車場を焼山・押込・苗代地区に確保し、

その他の者には、焼山・押込地区をバスで巡回し、灰ケ峰のロープーウェー乗り場と接

続する。県道 31号線の渋滞の解消となり、温暖化対策にも成ります。 

都市型のロープーウェーは各地で計画・運用がされており、道路の新設や拡張に比べ格

段に費用が抑えられ、BRTなど輸送のシステム変更より効果が大きいと思います。 

観光客は、広島空港からはバスで西条の酒蔵・熊野の筆の里等を経由し、灰ケ峰から乗

客のみをロープーウェーで呉市中心部（出来れば中通り・本通商店街）に入るルートと

する。観光ポイントとポイントへの移動距離をそれぞれ短く出来、観光ルートとしての

魅了が向上し、時間の経過と共に、結果として呉を宿泊地に選ぶ可能性が高まる。 
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翌日は早朝から水上バスで広島地区へ向かってもらい、平和公園・宮島と回れば、一泊

二日の広島の旅を有効に満喫出来ます。 

灰ケ峰から眼下に広がる景色は、呉市街から海上自衛艦や造船所が絵画のように目に入

り、瀬戸内の多島美も満喫することも出来ます。 

季節や時間帯によっては、太陽に輝く瀬戸内海や、夕日や夜景も楽しめます。鳥やドロ

ーンの様な視点で誰しも、その景色を楽しむ事が出来ると思います。 

または、二河川の上を通りルートを通り、山沿いの景色を鳥やドローンの様な視点で見

ながらの川下りは、誰しも楽しむ事が出来ると思います。 

イメージ：ボリビアのミ・テレフェリコ、ケアンズのスカイツリー 

 

【その他】 

例③ 市、開(共)催のイベントの分散 

呉市内の人口分布が昭和～平成にかけて変化をしており、市役所のある旧呉市内と言わ

れる地域に今なおイベントが集中するのは地域の変化に適応していないのではと感じま

す。 

呉市の住民基本台帳を参考にすると、平成30年11月末の中央・宮原地区の人口は57,196

人に対して、阿賀・広地区のそれは 62,384人となっています。それぞれ吉浦地区 10,263

人、仁方地区 6,297人を足しても、阿賀・広・仁方地区の人口が上回ります。 

イベントや催し物に積極的に参加や見物をする市民を 5 歳～70 歳と仮定した場合、中

央・宮原・吉浦地区が 40,987 人、阿賀・広・仁方地区が 52,292 人とその差は大きくな

ります。（年齢別人口 30年 9月末） 

阿賀・広・仁方地区には国道 185号線が伸びており、中央分離帯もあるため片側車線を

開放すれば、安全にイベントを開催する事が十分可能であり、一直線の国道を利用して、

子ども達を中心とした新たな競技なども可能性も広がると思います。 

また、広地区にはグルメやスイーツの名店も数多くあるので、広く全市民に知ってもら

う事により市全体の活性化と各店舗の競争力のアップにもつながると考えます。 

呉海上花火大会も隔年で広湾・呉湾を交互に開催すれば、東広島呉道路を経由した東広

島市の新たな見物客を発掘できますし、下蒲刈・情島・倉橋島東側からも見物ができる

為、花火見物クルージングを提案もできると思います。阿賀マリノポリスも一部を駐車

場と見学スポットに活用を考えてはどうでしょう。 

 

例④ 呉駅南口の新設 

呉駅に南口を新設すると共に、上下ともにエスカレーター・エレベーターの設置を望み

ます。 

 

例⑤ 大学機関の部分誘致 

広島大学、広島工業大学などの分室が呉市内に出来れば、地元企業との様々な提携や、

新たな学びを求める市民にとって、良い環境が生まれると考えますが、既にご提案がな

されていますので控えます。 
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くれワンダーランド構想に向けた取組について 

 

【構成員の名前】  菖蒲田 健太 

【提案する取組の名称】  

 SNS（instagram）を活用した国内の若年層観光客の獲得 

 （広島の新規観光ルートの創造） 

【取組の概要】 

 近年広島県の観光客数が過去最高を更新している一方で、呉市は大和ミュージアムオ

ープン時（H17年～H18年）をピークに伸び悩んでいる。また、広島における観光ルート

は、「宮島」「平和公園」「原爆ドーム」などの世界遺産に固定化され、呉市はその中に食

い込めていない。しかし、そのような中で、近年呉を舞台にした映画やドラマが多く制

作されており、今が呉市の存在をアピールする絶好の機会が訪れている。 

そこで、くれワンダラーランド構想の取組みの一例として、『SNSを活用した呉市の自

然の絶景スポットや美味しいグルメの PR（感動体験の共有）』を挙げたい。 

 Expedia Japan が 18～35 歳までのミレニアム世代を対象に行った調査によると、4 人

中 1 人が「旅先探しに SNS を活用している」と回答しており、これは観光雑誌や旅行サ

イトのようにキレイにまとめられた情報よりも、誰かが実際に体験し、SNS に上げられ

た感動体験の方が旅先探しに有効だと感じている人が増加していることが影響してい

る。また、松重氏によれば、SNS の中で最も旅行と相性の良いものがインスタグラムで

ある。インスタグラムは写真をベースに、「楽しい」や「美味しい」などの感動体験を共

有し合う文化が醸成されている。また、ハッシュタグ（＃）を活用し検索を掛けること

で、行きたい場所に行った人の感動体験を一覧で見ることができる。 

そのため、くれワンダーランド構想では呉市民だからこそ知る絶景や美味しいグルメを

実体験に基づきインスタグラムでシェアし、若年層観光客へアプローチを掛けていきた

い。 

 

   

  《倉橋 火山》       《倉橋 火山》       《御手洗の街並み》 
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オリジナル地図の作り方   /  1 3
 

Google Mapの検索の入力欄の 

左横の≡マークをクリックする

「マイマップ」を選んで 
「地図を作成」をクリックする

「マイプレイス」をクリックする
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オリジナル地図の作り方   /  2 3
 

登録したい地点をクリックする

「画像のURL」を選んで 
　URLを入力して 
「選択」をクリックする

名前とリンク先のURLを入力して 
写真のマークをクリックする
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オリジナル地図の作り方   /  3 3

「保存」をクリックして完成！

呉市役所のホームページにある 
詳しい説明が表示される

登録した地点をクリックすると 
入力した内容が表示される 

説明欄のURLをクリックすると…
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くれワンダーランド構想に向けた取組について 

【構成員の名前】  

東洋大学大学院国際観光学部客員教授 

公益社団法人日本観光振興協会特別研究員 丁野  朗 

【提案する取組の名称】  

「 新たな観光推進体制の構築 」 

【背 景】 

 

 

～ ポテンシャルを十分に活かし 

きれていない現状 ～ 

多くの観光客を魅了できる高いポテンシャル 

 

●旧海軍鎮守府関連の歴史・文化・産業技術とその遺産（日本遺産） 

●「この世界の片隅に」（アニメーション映画）など共感できるストーリー 

●北前船の寄港地・広島藩の先端基地・御手洗（日本遺産） 

●朝鮮通信使の歴史・文化（世界の記憶） 

●音戸の瀬戸と清盛伝説 

●島嶼部の豊かな自然と景観、柑橘類、日本一の牡蠣養殖などの食資源 

  ..etc.. 
 

行政・観光関係団体・民間が一生懸命

に、しかし、バラバラに様々な取組を

実施 

呉市の観光資源 

～ 解決の方向性 ～ 

 

●官民ともに呉市の観光の方向性について共通認識を持つ必要がある。 

●そのために、呉市の観光関係団体、商工・農林水産業などの民間事業者、金融

機関、大学、観光に興味がある人々などが参集し、戦略提言に向けて検討がで

きる受け皿が必要（市民会議）。 

●同時に、これら検討結果を踏まえて、「儲かる観光戦略・儲かる観光事業」を構 

築する仕組み、これらを実行できる組織・体制づくりが必要 
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【取組の概要】 新たな観光推進体制の構築 イメージ図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              呉市の魅力を再認識・観光の方向性の検討 

▶ 公開講座／連続講座／「観光未来塾」、タウンミーティングなどを開催し，呉市 

の観光資源のポテンシャルと展開の方向性を共有       

         

戦略的事業と儲かる仕組みの検討 

      ▶ 事業を担える参加者を募り、呉ならではの儲かる観光戦略・観光事業を検討 

      ▶ 検討した事項を各事業者で展開（行政によるバックアップ施策） 

 

            各種団体をつなぐ，新たな観光事業推進体制を構築 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

＊観光戦略は「地域の総合力」が試される。次期呉市長期総合計画（基本構想）策定の中 

で、新たな観光戦略（観光基本計画）を明確化。 

＊特に、広島都市圏に２４０万人もの訪日外国人客が来訪しているなか、呉市の出遅れは 

致命的。観光戦略、とりわけインバウンド戦略は喫緊の課題。全市あげて、観光戦略を推 

進する事業組織（母体）の構築が不可欠。 

●観光消費額２６兆円は、鉄鋼業（１５兆円）を抜き化学製品（２７兆円）に匹敵。近年は 

特にインバウンド需要が急伸し、２０２０年に向けて８兆円（2020年）への拡大を目指 

す。今や、観光立国政策は、わが国の重要な戦略のひとつ 

●呉市においても観光は重要な戦略分野として位置づけ、観光を大胆に展開していく 

必要がある 

●そのためには、呉市全体で、観光の重要性について共通認識を持ち、取り組みの機 

運を醸成していくことが重要 

●そこで、呉市の観光の進むべき方向性を検討し、観光まちづくりの機運を高め、新た

な戦略的観光事業とその推進体制の構築を目指す。 

目 的 

取組の方向性 

STEP 1 

STEP 3 

STEP 2 

観光関連事業者 

商工関係事業者 

バックアップ施策：呉市（行政／関係各課） 

農林水産事業者 

地域住民 

新たな観光事業推進体制 

＜呉市観光戦略市民会議（仮称）＞ 
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くれワンダーランド構想に向けた取組について 

 

【構成員の名前】  臼井 純子 

【提案する取組の名称】  

 起業支援における段階別支援策と女性の起業支援について 

【取組の概要】 

１）起業支援における段階別支援策について 

各地で様々な起業支援が行われていますが、効果のある支援策は別紙のような段

階別の支援と考えられます。創業時とその後では、支援の内容が異なり、必要な知

識を適切に提供していくことが望ましいと思われます。 

   また、最初は起業することが目的化しているケースが多々みられますが、あくま

で起業した事業をどう経営して維持していくかが問われていることからも、起業支

援に留まらず、その後、本当に独り立ちするまでの、きめ細やかな対応が重要だと

考えます。 

   呉市での起業に向けては、上記を踏まえた上で、適切な支援策を官民協働にて取

組、実現可能な支援策の策定を検討して欲しいと考えます。 

  添付のＰＰＴは、筆者が数多くの起業・経営支援をしてきた経験から、効果的な取 

組としてまとめたものです。 

２）女性の起業支援について 

女性の起業のケースは年齢に関わらず、資格や趣味を活かした起業、プチ起業や

週末起業など、フルタイム起業とは違うものも存在します。小さく蒔いた種を大き

く育てていく過程においては、フルタイム起業と変わりなく、事業計画や経営のノ

ウハウ、ネットワーク作りにおいて何ら差はないものの、家族の理解、子育て、介

護などの問題が足かせになっているケースが数多く見受けられます。そのような女

性達への起業支援は、一般的な起業支援とは違うステップを踏むことが必要です。 

具体的には、起業に興味のある女性達に向けて、以下のような内容で具体的なワ

ークショップを開催するのも一つだと思われます。 

① 自分を表現してみる。今までやってきたことの棚卸をしてみる。 

② 起業した人の体験談を聞いてみる。起業のための５Ｗ２Ｈを具体的に考える。 

③ 資金計画について考えてみる。起業のための準備を具体的に考える。 

   こうしたワークショップに参加することで、今までぼやっと考えてきたものが実 

現可能であることに気付き、起業した方が数多くいらっしゃいます。 

また、起業した後に、女性の起業家同士のネットワークづくりの「場」を定期的に 

開催する仕組みはなくてはならないものだと考えます。小さな相談から大きな悩 

みまで女性同士が語り合える場をつくることで、連携・発想の転換・販路拡大など 

さまざまな具体的な成果が得られています。 

【添付資料】 

 ・ 「起業支援に向けた段階的支援策」ＰＰＴ 

 

13

43000
スタンプ



A
ll 

R
ig

h
ts

 R
e
se

rv
e
d,

 C
o
py

ri
gh

t 
©

o
ff
ic

e
.u

su
i.j

u
n
ko

2
0
1
8

「起
業

入
門

」セ
ミ

ナ
ー

幅
広

く
起

業
に

興
味

の
あ

る
方

へ
の

啓
蒙

的
位

置
づ

け

立
ち

上
げ

に
関

わ
る

個
別

相
談

具
体

的
な

事
業

計
画

作
り

支
援

一
年

経
過

時
最

低
限

の
経

営
の

知
識

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
作

り
支

援

三
年

経
過

時
経

営
知

識
の

深
堀

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化

発
展

時
経

営
改

善
経

営
知

識

販
路

開
拓

セ
ミ

ナ
ー

で
現

在
実

施
中

起
業

支
援

に
お

け
る

段
階

的
支

援
策

相
談

窓
口

の
設

置

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
場

づ
く
り

と
必

要
知

識
の

習
得

の
場

づ
く
り

14




